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第
一
条
の
二
第
一
項
中
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
許
可
申
請
書
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
許
可
申
請
書
」に
改
め
、

同
条
第
二
項
第
一
号
ニ
、
ホ
及
び
ト
中
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
」
に
改
め
、
同
号
チ
中

「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
」
に
、「
及
び
履
歴
書
」
を
「
、
履
歴
書
及
び
第
二
十
九
条
の
二

に
規
定
す
る
講
習
を
修
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
以
下
「
受
講
証
明
書
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
号
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

リ

派
遣
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
の
形
成
の
支
援
に
関
す
る
規
程

ヌ

派
遣
労
働
者
の
解
雇
に
関
す
る
規
程

ル

派
遣
労
働
者
に
対
す
る
休
業
手
当
に
関
す
る
規
程

第
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
ロ
中
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
」
に
、同
号
ロ

中「
）
に

係
る
前
号
」
を
「
）
に
係
る
同
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
、
ト
及
び
チ
」
を
「
及
び
ト
か
ら
ル
ま
で
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
計
画
書
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
計
画
書
」
に
、「
様
式
第
三
号
」
を
「
様

式
第
三
号
か
ら
様
式
第
三
号
の
三
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。

第
一
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
一
条
の
四

法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

派
遣
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
の
形
成
を
支
援
す
る
制
度
（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
に
限

る
。）を
有
す
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
派
遣
労
働
者
に
係
る
雇
用
管
理
を
適
正
に
行
う
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

第
二
条
中
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
許
可
証
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
許
可
証
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
」
に
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、「
発
見

し
又
は
」
を
「
発
見
し
、
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
」

に
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
許
可
有
効
期
間
更
新
申
請
書
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
許
可
有
効
期

間
更
新
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
ニ
、
ホ
、
ヘ
及
び
ト
」
を
「
ニ
か
ら
ト
ま
で
、
チ
（
受
講
証

明
書
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
リ
か
ら
ル
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
ト
」
を
「
、
ト
、
チ
（
受
講

証
明
書
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
リ
か
ら
ル
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
計
画
書
」

を
「
労
働
者
派
遣
事
業
計
画
書
」
に
、「
様
式
第
三
号
」
を
「
様
式
第
三
号
か
ら
様
式
第
三
号
の
三
ま
で
」に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
起
算
し
て
十
日
」
の
下
に「（
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
登
記
事
項
証
明
書
を
添
付
す
べ
き
場
合

に
あ
つ
て
は
、
三
十
日
）」を
加
え
、「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
変
更
届
出
書
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
変
更
届
出
書
」

に
、
同
条
第
二
項
中
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
変
更
届
出
書
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
変
更
届
出
書
」
に
、「
、
ト
及

び
チ
」
を
「
及
び
ト
か
ら
ル
ま
で
」
に
、「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
に
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
に
」
に
、「
第
二
条
第

六
号
」
を
「
第
二
条
第
四
号
」
に
、「
一
般
派
遣
元
事
業
主
（
以
下
「
一
般
派
遣
元
事
業
主
」」を「
派
遣
元
事
業
主（
以

下
単
に
「
派
遣
元
事
業
主
」」に
、「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
を
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
を
」に
改
め
、「
う
ち
履
歴
書
」

の
下
に
「
及
び
受
講
証
明
書
」
を
加
え
、「
及
び
履
歴
書
」
を
「
、
履
歴
書
及
び
受
講
証
明
書
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
変
更
届
出
書
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
変
更
届
出
書
」
に
改
め
、同
条
第
四
項
中「
一

般
派
遣
元
事
業
主
」
を
「
派
遣
元
事
業
主
」
に
、「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
」
に
改
め
、「
履

歴
書
」
の
下
に
「
及
び
受
講
証
明
書
」
を
加
え
る
。

第
十
条
中
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
を
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
を
」
に
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、「
一
般
労

働
者
派
遣
事
業
廃
止
届
出
書
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
廃
止
届
出
書
」
に
改
め
る
。

第
一
章
第
二
節
第
二
款
の
款
名
を
削
り
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で

削
除

第
十
七
条
第
一
項
中
「
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
派
遣
元
事
業
主
（
以
下
単
に
「
派
遣
元
事
業
主
」
と

い
う
。）」
を
「
派
遣
元
事
業
主
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
様
式
第
十
一
号
の
二
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項

第
一
号
中
「
毎
事
業
年
度
経
過
後
一
月
が
経
過
す
る
日
」
を
「
毎
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
年
度
の
終
了
の
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
以
後
の
最
初
の
六
月
三
十
日
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
す

る
。

第
十
九
条
中
「
、
法
第
十
九
条
第
一
項
」
を
削
る
。

第
二
十
条
中
「
、
第
八
条
第
二
項
」
を
「
又
は
第
八
条
第
二
項
」に
改
め
、「
、
第
十
一
条
第
二
項
又
は
第
十
四
条
」

を
削
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
令
第
五
条
の
」
を
「
令
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
」に
、「
令
第
四
条
第
一
項
各
号
」

を
「
同
項
各
号
」
に
、「
又
は
令
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
条
番
号
及
び
号
番
号
」
を
「
の
号
番
号
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
項
」
に
改
め
、同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分
）

第
二
十
一
条
の
二

法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分
は
、
名
称
の
い
か
ん
を
問
わ

ず
、
業
務
の
関
連
性
に
基
づ
い
て
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
派
遣
先
（
以
下
単
に
「
派
遣
先
」
と
い
う
。）が

設
定
し
た
労
働
者
の
配
置
の
区
分
で
あ
つ
て
、
配
置
さ
れ
た
労
働
者
の
業
務
の
遂
行
を
指
揮
命
令
す
る
職
務
上
の

地
位
に
あ
る
者
が
当
該
労
働
者
の
業
務
の
配
分
及
び
当
該
業
務
に
係
る
労
務
管
理
に
関
し
て
直
接
の
権
限
を
有
す

る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
三
号
中
「
法
第
三
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
派
遣
先
（
以
下
単
に
「
派
遣
先
」
と
い
う
。）」

を
「
派
遣
先
」
に
、「
診
療
所
、
給
食
施
設
」
を
「
診
療
所
」
に
改
め
、「
利
用
し
て
い
る
も
の
」
の
下
に「（
第
三
十
二

条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
が
、
労
働
者
派
遣
の
終
了
後
に
当
該
労
働
者
派
遣
に
係
る
派
遣
労

働
者
を
雇
用
す
る
場
合
に
、
労
働
者
派
遣
を
す
る
事
業
主
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
通
知
す
る
こ
と
、

手
数
料
を
支
払
う
こ
と
そ
の
他
の
労
働
者
派
遣
の
終
了
後
に
労
働
者
派
遣
契
約
の
当
事
者
間
の
紛
争
を
防
止
す

る
た
め
に
講
ず
る
措
置

五

派
遣
労
働
者
を
無
期
雇
用
派
遣
労
働
者
（
法
第
三
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
無
期
雇
用
派
遣
労
働
者
を

い
う
。）又
は
第
三
十
二
条
の
五
に
規
定
す
る
者
に
限
る
か
否
か
の
別

第
二
十
二
条
の
二
第
二
号
中
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
二
号
イ
」
を
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
」
に

改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
」
を
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
ロ
」
に
改
め
、

同
条
第
四
号
中
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
業
務
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
」
を
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
四

号
の
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
業
務
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
」
を
「
第
四
十
条

の
二
第
一
項
第
五
号
の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
中
「
第
二
十
六
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
二
十
六
条
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改

め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
二
十
六
条
第
五
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
七
号
を
第
十
一
号

と
し
、
第
六
号
を
第
十
号
と
し
、
第
五
号
を
第
九
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
第
四
十
条
の
三
か
ら
第
四
十
条
の
五

ま
で
」
を
「
第
四
十
条
の
四
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

法
第
四
十
条
の
五
に
規
定
す
る
労
働
者
の
募
集
に
係
る
事
項
の
周
知

第
二
十
四
条
第
三
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

四

法
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
の
実
施
に
係
る
配
慮

五

法
第
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
福
利
厚
生
施
設
の
利
用
の
機
会
の
付
与
に
係
る
配
慮

六

法
第
四
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る
賃
金
水
準
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
措
置
の
実
施
に
係
る
配
慮

第
二
十
四
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
二
十
六
条
第
五
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
第
三
十
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
等
）

第
二
十
五
条

法
第
三
十
条
第
一
項
の
派
遣
先
の
事
業
所
そ
の
他
派
遣
就
業
の
場
所
に
お
け
る
同
一
の
組
織
単
位

（
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
組
織
単
位
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
業
務
に
つ
い
て
継
続
し
て
一

年
以
上
の
期
間
当
該
労
働
者
派
遣
に
係
る
労
働
に
従
事
す
る
見
込
み
が
あ
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

も
の
は
、
派
遣
先
の
事
業
所
そ
の
他
派
遣
就
業
の
場
所
（
以
下
「
事
業
所
等
」
と
い
う
。）に
お
け
る
同
一
の
組
織

単
位
の
業
務
に
つ
い
て
継
続
し
て
一
年
以
上
の
期
間
当
該
労
働
者
派
遣
に
係
る
労
働
に
従
事
す
る
見
込
み
が
あ
る

者
で
あ
つ
て
、
当
該
労
働
者
派
遣
の
終
了
後
も
継
続
し
て
就
業
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
も
の
（
法
第
四
十
条

の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
労
働
者
派
遣
に
係
る
派
遣
労
働
者
を
除
く
。）と
す
る
。
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